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　東和中学校の隣に国土交通省の特定地区公園整
備事業として、平成10年度から計画的に整備を進
めてきました。総面積７ヘクタールの敷地内に全
天候型の日本陸連公認陸上競技場、人工芝テニス
コートや芝生のサッカー場・野球場・ソフトボー
ル場、アスレチック広場、管理棟等を完備し、また、
施設の周辺には約800ｍの園路も整備しています。
健康づくり、体力づくり、更には憩いの場所として
大いに活用ください。

◎問い合わせ…東和公民館　☎（46）4111

新 「二本松市」 の魅力発見新 「二本松市」 の魅力発見！新 「二本松市」 の魅力発見！
　新市が発足して一月。市民の皆さんは、新しい二本松市の魅力を発見できましたか？
　今回は、合併前に各々の自治体で進めていた事業・施設など、新「二本松市」のもつ
魅力を市民の皆さんにご紹介いたします。

○駅前周辺整備・六角川整備
　古くから人々の生活の中に密接に関わってきた
六角川や安達太良山、二本松神社の社といった自
然地物を駅前空間に取り入れ、二本松市の玄関口
として、機能性と親水性とを併せ持つ、地域の「顔」
にふさわしい空間整備、景観整備を目指し事業が
進んでいます。

◎問い合わせ…
　都市整備課市街地整備係　☎（23）1111

●二本松の玄関口・駅周辺の整備

○安達文化ホール
　安達文化ホールは、450人収容で高感度の音響設
備を設置しています。
　機能性に富んだ文化ホールは、大型スクリーン
や視聴覚設備が充実しておりコンサートや発表
会、公演会などの多彩な催しに対応できます。こ
れまでも、オペラ公演や、ピアノコンサートなど
が行われ、演奏者や出演者から高い評価を得てい
ます。
　みなさんも、この安達文化ホールで、こころの
「豊かさ」を育んでください。

◎問い合わせ…安達公民館　☎（23）3722

●豊かな文化・芸術の場

▲安達文化ホール

▲カントリーパークとうわ

▲駅前周辺の整備予定図

輝く未来へ！

●スケールの大きい運動施設

○カントリーパークとうわ
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○小浜保育所
　小浜保育所が、岩代公民館隣りに新築移転されまし
た。素材に木を多く使い、明るい雰囲気を大事にデザ
インしました。建築資材なども、子供たちのアレルギー
に配慮したものを使っています。

○保育事業の拡大
　合併後、学童保育の保育時間延長（安達地区除く）
が行われました。
　また、市内３カ所の子育て支援センターは、安心し
て子育てができるよう、育児に関する相談や情報提供
の場、親子の交流の場として、気軽に利用していただ
くことができます。

○暮らしに役立つ展示場  「ひかり工房いわしろ」
　ひかり工房では、光ブロードバンドに関する相談や
体験ができます。光ブロードバンドを体験してみたい
方！インターネットを体験してみたい方！テレビ電話
を体験してみたい方！ 4 thメディアを体験してみたい
方！こんな方はぜひ岩代支所内にあります「ひかり工
房」へおいでください。係りのものが、みなさまをお
待ちしておりますので、お気軽にご来場ください。

■開設期間：18年２月末まで（月曜日～金曜日）
　（12月23日～１月５日は休み）

■営業時間：午前10時から午後５時まで
◎問い合わせ…

岩代支所地域振興課庶務係　☎（65）2777

▲光バーチャルコーナーで、お住まいのお宅にひかり回線
を導入した部屋をイメージしてみました。１本のＢフレッ
ツでインターネットも、テレビ電話も、ホームシアターも、
今までお使いの電話も利用することができます。

新 「二本松市」 の魅力発見！

～魅力ある街づくりを目指します～

●先端の技術体験

●豊かな子育て環境を

▲

小
浜
保
育
所

　本市は、平成１７年１２月１日四市町が合併し、新「二本松市」

として大きな一歩を踏み出しました。「広報にほんまつ」では、

広域となった市内を身近に感じていただけるよう、市内の各所

の話題をお知らせしてまいります。

　そこで、まずは昨年１年間の合併前の各市・町のニュースを

広報紙で振り返ってみたいと思います。

○広報にほんまつ

▽全日本卓球選手権女子シングルスで本市出身３選手大健闘

（２月号）

・二本松市出身の３選手が全日本選手権ベスト８に進出する

大健闘！

▽日本一の学校安達太良小学校竣工（２月号）

・２００ミリクーデ式屈折赤道議を設置した天体観測室、体育

館の地下に温水プールなど充実した設備の安達太良小学校

が完成。

▽合併議案が可決・合併調印式開催（３月号）

・各市・町議会において合併議案が可決、合併調印式が行われる。

▽二本松城址第１０次発掘調査（８月号）

・二本松のシンボル「二本松城址」第１０次発掘調査が行われ、

数々の成果が。

▽友好都市　長野県駒ヶ根市と災害時相互応援協定に調印（１１月号）

○広報あだち

▽福岡・天月堂線開通（２月号）

・安達運動場（旧町民グラウンド）入口交差点から中学校入

口までが開通。延長３００ｍ、幅員１４ｍの両側歩道。

▽県道安達停車場線「濡石橋」開通（４月号）

・安達支所（旧町役場）から安達駅への途中、油井川に架か

る「濡石橋」が開通し、渡り初めが行われました。

▽安達中１年・菅野史恵さん中体連東北大会水泳競技２００ｍ自由

形で優勝（９月号）

・大会新で優勝した菅野さんは、福島県の強化指定選手にも

選ばれました。

▽第１０回安達オリンピック大会開催（１１月号）

・３年に一度開催される第１０回安達オリンピックが盛大に開

催されました。

○広報いわしろ

▽小浜保育所竣工（８月号）

・木をふんだんに使い、明るい雰囲気の小浜保育所が移転新

築しました。

▽ひかり工房いわしろオープン（１１月号）

・超高速インターネットの体験や操作研修のできる施設「ひ

かり工房いわしろ」が創設されました。

○広報とうわ

▽道の駅ふくしま東和オープン（２月号）

・平成１２年７月オープン以来親しまれてきた「道草の駅あぶ

くま館」が「道の駅ふくしま東和」としてリニューアルオープン。

▽県下消防大会において東和町消防団が福島民報社の「民報金

ばれん」を受賞。受賞祝賀パレードも行われる（６・７月号）

・東和町消防団が県下一の消防団に贈られる「金ばれん」を受賞。

▽東和ロードレース大会開催（８月号）

・第３６回東和ロードレース大会が、３,１２８人のランナーを迎え

開催されました。

～広報紙で振り返る 
　　　　    昨年のニュース～ 
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条　
　

例

　

新
し
い
二
本
松
市
の
発
足
に
伴

い
、
行
政
運
営
を
円
滑
に
進
め
る

う
え
で
直
ち
に
制
定
、
施
行
が
必

要
な
条
例
で
、
二
本
松
市
の
設
置

日
で
あ
る
十
二
月
一
日
に
公
布
し
、

即
日
施
行
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

■
二
本
松
市
役
所
の
位
置
を
定
め

る
条
例

な
ど
、
二
百
三
十
一
件
の
条
例
の

制
定

暫
定
予
算

　

予
算
が
議
会
の
議
決
を
経
て
成

立
す
る
ま
で
の
間
の
必
要
な
収
支

を
、
暫
定
予
算
と
し
て
調
製
し
た

も
の
で
す
。

　

暫
定
予
算
の
対
象
と
な
る
期
間

は
、
十
二
月
一
日
か
ら
一
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。

■
一
般
会
計

　

歳
入
総
額
九
億
一
千
九
百
八
十

万
二
千
円
、
歳
出
総
額
七
十
一
億

七
百
三
十
三
万
二
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
歳
入
歳
出
の
均
衡
は
、

こ
の
暫
定
予
算
も
含
め
て
計
上
す

る
こ
と
と
な
る
平
成
十
七
年
度
本

予
算
で
措
置
さ
れ
ま
す
。

■
特
別
会
計
（
十
七
会
計
）

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
ほ
か

十
六
会
計

■
企
業
会
計
（
四
会
計
）

　

二
本
松
市
水
道
事
業
会
計
ほ
か

三
会
計

字
の
名
称
変
更

　

合
併
協
議
会
に
お
い
て
、
例
外

的
な
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
と
し

て
い
た
「
油
井
字
智
恵
子
の
森
一

丁
目
か
ら
五
丁
目
」
の
字
の
名
称

変
更
を
、
地
域
住
民
の
利
便
性
を

考
慮
し
、
合
併
と
同
時
に
行
う
こ

と
し
た
も
の
で
す
。

■
字
の
名
称
変
更

　

「
油
井
字
智
恵
子
の
森
」
の
「
油

井
字
」
を
削
除
し
、「
智
恵
子
の
森

一
丁
目
か
ら
五
丁
目
」
に
す
る
も

の
で
す
。

市
道
路
線
認
定

　

合
併
前
に
、
四
市
町
の
市
道
、

町
道
と
し
て
認
定
し
、
管
理
し
て

い
た
道
路
を
、
引
き
続
き
市
道
と

し
て
管
理
す
る
た
め
市
道
認
定
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

■
市
道
の
認
定

　

旧
四
市
町
の
市
道
、
町
道
四
千

三
百
四
十
四
路
線
路
線
を
、
新
市

の
市
道
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で

す
。

市
議
会
臨
時
会
（
初
議
会
）

　

市
議
会
臨
時
会
は
、
十
二
月
八
日
に
招
集
さ
れ
、
十
二
日
ま
で
の

五
日
間
を
会
期
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
に
は
、
市
町
村
合
併
に
伴
い
市
長
職
務
執
行
者
が
専
決

処
分
に
よ
り
制
定
し
た
条
例
お
よ
び
暫
定
予
算
な
ど
、
議
案
十
四
件

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
議
案
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
市
発
足
に
伴
う

条

例

の

制

定

暫

定

予

算
を
審
議

　

十
二
月
八
日
開
会
の
市
議
会

臨
時
会
に
お
い
て
、斎
藤
元
議

員（
本
町
二
丁
目
）が
初
代
市
議

会
議
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

斎
藤
議
長
は
、
旧
・
二
本
松

市
に
お
い
て
、
平
成
八
年
一
月

▲提案理由説明を行う、菅沢市長職務執行者

か
ら
平
成
十
一
年
十
二
月

（
十
二
代
）、
平
成
十
五
年

七
月
か
ら
同
年
十
二
月
、
平

成
十
六
年
一
月
か
ら
平
成
十

七
年
十
一
月
（
十
四
代
）
の

三
回
に
わ
た
り
市
議
会
議
長

を
務
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

副
議
長
に
は
、
元
東
和
町

議
会
議
長
の
引
地
仙
一
議
員

（
木
幡
字
下
一
）
が
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
員
の
任
期
は
、

在
任
特
例
期
間
の
平
成
十
八

年
六
月
ま
で
で
す
。

引
地
仙
一
さ
ん

副
議
長
に

斎
藤　

元
さ
ん

市
議
会
議
長
に

▲引地仙一　副議長 ▲斎藤元　議長
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現
行
の
「
二
本
松
市
第
三
次
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
（
二
本
松
市

第
二
期
介
護
保
険
事
業
計
画
）」は
、

平
成
十
五
年
度
を
初
年
度
と
し
て

三
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
十
八
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
計
画
の
策
定

に
向
け
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

専
門
職
等
十
六
人
の
委
員
で
構
成

す
る
「
二
本
松
市
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
等
策
定
委
員
会
」
を
本
年

七
月
に
設
置
い
た
し
ま
た
。

　

十
一
月
ま
で
に
三
回
委
員
会
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
は

こ
れ
ま
で
の
審
議
状
況
の
中
で
、

委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
主

な
意
見
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

掲　
（
Ａ
委
員
）

　

岩
代
町
以
外
の
市
町
で
は
医
者

に
か
か
る
率
が
高
く
、
医
療
費
も

高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
岩
代

町
と
東
和
町
で
は
働
く
こ
と
が
生

き
が
い
と
答
え
て
い
る
方
が
多
く
、

働
く
こ
と
と
健
康
の
因
果
関
係
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
岩

代
町
の
行
政
が
（
働
く
こ
と
と
健

康
に
つ
い
て
）
ど
の
よ
う
に
関
っ

て
き
た
の
か
。

祁　
岩
代
町
で
特
別
行
っ
て
い
る

事
業
は
な
い
が
、
特
徴
を
あ
げ
る

と
す
れ
ば
、
農
家
が
多
く
、
自
宅

で
仕
事
を
し
て
い
る
方
が
多
い
と

い
う
点
で
あ
る
。

掲　
（
Ｂ
委
員
）

　

お
年
寄
り
を
施
設
の
外
に
出
す

こ
と
は
危
険
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
各
施
設
で
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
が
、
あ
る

施
設
の
取
り
組
み
で
は
、
認
知
症

と
い
わ
れ
る
方
の
予
備
軍
が
多
く

な
っ
て
き
た
現
状
を
改
善
し
よ
う

と
考
え
、
お
年
寄
り
を
外
出
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
外
の
空
気
に
触

れ
、
他
人
と
の
会
話
も
で
き
、
歩

く
こ
と
に
よ
り
足
の
筋
肉
の
衰
え

も
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
施
設
で
の
介
護
予

防
の
取
り
組
み
に
対
し
、
行
政
は

今
後
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く

の
か
。

祁　
今
回
の
介
護
保
険
改
正
に
よ

る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
中
に
は
、

そ
の
よ
う
な
形
の
独
自
事
業
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
認
知
症

高
齢
者
の
あ
ら
ゆ
る
方
に
こ
の
療

法
が
適
合
す
る
の
か
と
い
う
問
題

も
あ
る
。
し
か
し
、
症
状
が
良
く

な
っ
た
事
例
も
あ
る
の
で
、
今
後

関
係
す
る
施
設
と
も
協
議
し
て
い

き
た
い
。

掲　
（
Ｃ
委
員
）

　

福
祉
用
具
の
貸
与
は
、
こ
れ
か

ら
も
増
え
る
可
能
性
は
あ
る
か
。

祁　
認
定
者
数
の
増
加
に
伴
い
増

え
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
予
防
給

付
の
仕
方
に
よ
り
減
っ
て
い
く
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

掲　
（
Ｄ
委
員
）

　

高
齢
者
に
や
さ
し
い
住
ま
い
づ

く
り
助
成
事
業
の
対
象
者
を
教
え

て
ほ
し
い
。

祁　
介
護
認
定
の
対
象
に
な
ら
な

い
方
が
対
象
と
な
る
。
所
得
制
限

は
、
扶
養
親
族
が
い
な
い
場
合
は

三
百
一
万
円
以
下
で
、
扶
養
親
族

が
い
れ
ば
そ
れ
に
上
積
み
さ
れ
る
。

要
介
護
認
定
者
に
つ
い
て
は
、
介

護
保
険
の
住
宅
改
修
を
適
用
す
る
。

掲　
（
Ｅ
委
員
）

　

認
知
症
の
施
設
が
増
え
て
き
て

い
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
増
え
て
く

る
可
能
性
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な

状
況
に
な
る
の
か
。

祁　
現
在
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
が
あ
る
。
今
後
も
認
知
症
の
方

の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
施
設
が
増

え
る
と
保
険
料
に
影
響
す
る
こ
と

に
な
る
。
設
置
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
八
年
度
よ
り
県
か
ら
市
町
村

に
委
ね
ら
れ
る
。

掲　
（
Ｆ
委
員
）

　

「
予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
の
そ

れ
ぞ
れ
の
状
態
像
（
高
齢
者
の
生

活
機
能
）
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
も
ら
う
こ
と
」
と
は
、
市

が
指
導
す
る
も
の
か
、
市
民
の
自

主
性
に
任
せ
る
の
か
。

祁　
地
域
支
援
事
業
は
、
要
介
護

に
認
定
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
人

が
対
象
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
に
は
、
市
が
あ
る
程
度
選
別

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

新
予
防
給
付
は
、
要
支
援
に
認

定
さ
れ
た
方
を
対
象
と
し
、
個
人

の
希
望
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

掲　
（
Ｇ
委
員
）

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
は
ど

う
い
う
も
の
な
の
か
。

祁　
地
理
的
条
件
、
人
口
等
を
勘

案
し
た
「
生
活
圏
域
」
と
い
う
エ

リ
ア
を
決
め
、
高
齢
者
の
身
近
に

事
業
所
を
設
置
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
意
見
等
は
、

活
発
な
審
議
の
中
の
一
部
で
す
。

　

今
後
も
、
限
ら
れ
た
期
間
の
中

で
策
定
委
員
会
を
開
催
し
、
委
員

の
皆
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見
・
ご

要
望
等
を
次
期
計
画
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
率
直

な
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

（
高
齢
福
祉
課
）

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画

介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計

介
護
保
険
事
業
計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画

審
議状

況 

の

み
ん
な
の
あ
ん
し
ん  
介
護
保
険

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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申
告
相
談
注
意
点

▽
申
告
相
談
日
程
は
別
表（
八
ペ
ー

ジ
）
の
と
お
り
で
す
。
従
来
よ

り
も
日
程
が
早
ま
る
地
区
も
あ

り
ま
す
。

▽
申
告
相
談
は
従
来
ま
で
行
っ
て

い
た
会
場
で
引
き
続
き
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。（
例
え
ば
、

一
月
一
日
現
在
で
旧
安
達
町
の

地
域
に
在
住
の
方
が
旧
二
本
松

市
の
地
域
で
申
告
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。）

　
　

た
だ
し
、
み
ち
の
く
安
達
農

協
岳
山
麓
出
張
所
で
実
施
し
て

い
た
地
区
は
、
今
回
か
ら
岳
下

住
民
セ
ン
タ
ー
に
変
更
と
な
り

ま
す
。

▽
日
程
表
を
含
め
た
申
告
案
内
書

は
、
後
日
全
戸
配
布
い
た
し
ま

す
が
、
各
個
人
へ
の
申
告
書
の

送
付
は
行
い
ま
せ
ん
。
例
年
申

告
を
行
っ
て
い
る
方
や
下
記
の

「
申
告
が
必
要
な
方
」
に
該
当

す
る
方
は
申
告
を
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
申
告

書
等
は
申
告
会
場
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
が
、
あ
ら
か
じ
め

必
要
な
方
は
本
庁
・
各
支
所
・

各
住
民
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
税

務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
申
告
書

等
が
あ
る
場
合
は
申
告
の
際
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
給
与
収
入
の
あ
っ
た
方
、
公
的

年
金
を
受
給
さ
れ
た
方
は
、
必

ず
源
泉
徴
収
票
の
原
本
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
給
与
の
源
泉

徴
収
票
を
事
業
所
か
ら
交
付
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
事
業
所
に

依
頼
し
申
告
時
ま
で
に
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申

告
書
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
源
泉
徴
収
票
の
控

え
が
必
要
な
方
は
あ
ら
か
じ
め

各
自
で
コ
ピ
ー
を
と
っ
た
う
え

で
、
必
ず
原
本
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

  
市
・
県
民
税
等
の
申
告 

   
申
告
が
必
要
な
方 

▽
平
成
十
八
年
一
月
一
日
現
在
で

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
十

七
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
方
。

▽
営
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど
の

収
入
が
あ
っ
た
方
。

▽
土
地
や
家
屋
等
の
譲
渡
が
あ
っ

た
方
。

▽
給
与
所
得
者
の
方
で
、
次
の
項

目
に
該
当
す
る
方
。

①
昨
年
の
途
中
で
退
職
さ
れ
た

方
。

②
臨
時
に
雇
わ
れ
給
与
収
入
の

あ
っ
た
方
。

③
二
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支

払
い
を
受
け
、
年
末
調
整
を

し
て
い
な
い
方
。

▽
公
的
年
金
受
給
者
で
他
に
収
入

が
あ
っ
た
方
。

▽
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
は
、
収
入
が
な
く
て
も

申
告
が
必
要
で
す
。

※
申
告
を
し
な
い
と
、
収
入
が
な

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

く
て
も
国
民
健
康
保
険
税
の
軽

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

減
措
置
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

ま
す
。

画
臥

蚊※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
方

に
つ
い
て
は
、
申
告
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▽
介
護
保
険
に
該
当
さ
れ
て
い
る

方
な
ら
び
に
平
成
十
八
年
中
に

六
十
五
歳
に
到
達
さ
れ
る
方
は
、

収
入
が
な
く
て
も
申
告
が
必
要

で
す
。

　

平
成
十
七
年
分
所
得
に
関
す
る
所
得
税
の
確
定
申
告
、
市
・
県
民
税
な

ど
の
申
告
の
時
期
が
間
近
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
二
月
六
日
（
月
）
か
ら
三
月
十
五
日
（
水
）
ま
で
税
の
申
告

相
談
を
行
い
ま
す
。
こ
の
申
告
相
談
は
、
平
成
十
七
年
一
月
か
ら
十
二
月

ま
で
の
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
こ
の
内
容
が
、
平
成
十
八

年
度
の
市
・
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
の
賦
課
の
基
礎

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
今
回
の
四
市
町
合
併
に
よ
り
、
各
市
町
に
お
い
て
行
っ
て
き
た
申

告
相
談
に
つ
い
て
、い
く
つ
か
変
更
点
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

税
の
申
告
は
お
忘
れ
な
く
！

申
告
相
談
期
間

２
月
６
日
（
月
）〜
３
月　

日（
水
）

１５

▲昨年の申告会場の様子
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申
告
に
必
要
な
も
の 

▽
収
入
金
額
が
分
か
る
も
の
（
給

与
・
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

や
報
酬
の
支
払
調
書
）

▽
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

料
の
領
収
書
、
国
民
年
金
保
険

料
控
除
証
明
書

▽
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険

料
、
損
害
保
険
料
の
保
険
会
社

等
か
ら
の
控
除
証
明
書

▽
被
扶
養
者
の
収
入
金
額
が
分
か

る
も
の
（
源
泉
徴
収
票
等
）

▽
申
告
者
や
被
扶
養
者
の
障
害
者

手
帳
等

▽
申
告
者
の
預
貯
金
通
帳
ま
た
は

口
座
番
号
の
分
か
る
も
の

▽
印
章
（
印
鑑
、
通
帳
届
出
印
）

営
業
、
不
動
産
収
入
が
あ
る
方

▽
収
支
内
訳
書
お
よ
び
売
り
上
げ
、

仕
入
れ
経
費
等
が
分
か
る
帳
簿
、

領
収
書
ま
た
は
書
類
等

農
業
収
入
が
あ
る
方

▽
収
支
内
訳
書
お
よ
び
収
入
金
額

の
分
か
る
帳
簿
、
書
類
等

▽
農
業
機
械
購
入
、
農
機
具
等
の

修
繕
費
、
農
作
業
委
託
等
の
領

収
書

▽
農
業
者
年
金
の
領
収
書

土
地
・
家
屋
の
譲
渡
が
あ
っ
た
方

▽
売
買
契
約
書
お
よ
び
仲
介
手
数

料
、
測
量
費
等
の
領
収
書

▽
公
共
事
業
等
の
特
例
適
用
に
係

る
証
明
書
（
金
額
の
多
少
に
か

か
わ
ら
ず
必
ず
準
備
し
て
く
だ

さ
い
）

   
農
業
所
得
収
支
計
算 

　

農
業
所
得
に
つ
い
て
は
、
平
成

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

十
五
年
分
の
申
告
か
ら
は
、
他
の

事
業
所
得
等
（
営
業
や
不
動
産
）

と
同
様
に
、
収
支
計
算
に
よ
る
申

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

告
が
原
則
と
な
り
ま
し
た
。

画
臥

蚊
蚊

　

収
支
計
算
を
行
う
に
は
収
入
と

経
費
の
分
か
る
資
料
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  
申
告
相
談
実
施
に

  
あ
た
っ
て
の
お
願
い

　

申
告
相
談
期
間
中
は
、
申
告
相

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

談
会
場
以
外
（
本
庁
税
務
課
市
民

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

税
係
、
各
支
所
地
域
振
興
課
税
務

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

係
）
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

　

ま
た
、
二
本
松
税
務
署
の
申
告

書
作
成
会
場
は
前
年
同
様
、
福
島

県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
で
、
受
付

期
間
は
二
月
六
日
（
月
）
か
ら
三

月
十
五
日
（
水
）
ま
で
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

税
務
課
市
民
税
係

  
公
的
年
金
受
給
者
の
申
告

　

所
得
税
法
お
よ
び
地
方
税
法
の

改
正
に
よ
り
、
今
回
の
申
告
か
ら

公
的
年
金
等
控
除
額
が
縮
小
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
六
十
五
歳
以
上
の

方
に
適
用
さ
れ
て
い
た
老
年
者
控

除
も
今
回
の
申
告
か
ら
廃
止
さ
れ

ま
す
。
従
来
は
申
告
が
必
要
な

か
っ
た
方
で
も
、
年
金
収
入
金
額

に
よ
っ
て
は
今
回
か
ら
申
告
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

二
本
松
税
務
署
で
は
、
申
告
が

必
要
と
な
る
と
思
わ
れ
る
方
を
対

象
に
、
二
月
初
め
に
福
島
県
男
女

共
生
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
二
本
松
税
務
署

か
ら
開
催
案
内
が
届
い
た
方
は
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
説
明
会
で
は
、

申
告
書
の
作
成
ま
で
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
案
内
が
届
か
な
い
方
も

年
金
支
払
者
か
ら
の
源
泉
徴
収
票

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
申
告
が
必

要
と
思
わ
れ
る
方
や
、
申
告
が
必

要
か
ど
う
か
確
認
し
た
い
方
は
二

本
松
税
務
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

二
本
松
税
務
署
個
人
課
税
部
門

緯（　

）１
１
９
３

２２

　平日に申告相談できない方のために、３月１２日（日）に休日申告

相談日を設けます。この日は地区の指定を行わず、全地区につい

て受付を行いますが、以下の点にご留意ください。

①平日の指定された時間帯に申告できない方は、なるべくご自分

が該当する会場の日程内で申告してください。

②会場を移動して行う地区の場合、該当する会場での申告ができ

ない方で、他の会場であれば申告できるという方は、他の会場

でも受付することができます。

（資料準備の都合上、本庁・支所へ前日までに電話でご連絡くだ

さい。）

③申告相談は指定地区の方を優先しますので、①および②の場合

は、多少お待ちいただくことがあります。

④それでもなお申告相談ができない場合は、休日申告相談日を利

用できますが、多数の来場者により、平日以上に待ち時間が長

くなることが予想されます。

⑤株式の譲渡や先物取引による所得を申告する場合、土地・家屋

の譲渡があり複雑な申告となる場合、税務署の判断を必要とす

る場合等は、日を改めて相談に来ていただくか、後日男女共生

センターへ行っていただく場合もあります。

⑥休日申告相談日も、受付時間は各会場別に平日同様となります。

受付時間を過ぎての受付はできません。また、平日の受付同様、

従来まで行っていた地区での申告となりますのでご注意くださ

い。

休日申告相談を開設

〜留意事項にご注意のうえ、ご利用ください。〜
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実施地区および時間実施地区および時間実施地区および時間実施地区および時間
月　日 午後

１：００～４：００
午前

９：００～１１：００
地
区

午後
１：００～４：００

午前
９：００～１１：００

地
区

午後
１：００～４：００

午前
９：００～１１：００

地
区

午後
１：００～４：００

午前
９：００～１１：００

地
区

羽山一区

戸
沢（
東
和
支
所
）

上町　深谷
名目津

明生内
高井旭（

旭
住
民
セ
ン
タ
ー
）

古城内
桶沢

藤内地
三合地

下
川
崎（
安
達
支
所
）

１区　２区４区
大
平（
大
平
住
民

セ
ン
タ
ー
）　
　

６日捷

2
月

四区三区
中町　下町
堂内

桜平　萩平石橋　川面
杉ノ内
大中地

５区　１２区３区７日昇

下田川向
町　原
沓掛

小林
山辺沢

宮　岩倉　
名目津

東北　中北６区　８区１０区　１３区８日昌

七区六区
福内　中山
石田

曲山　横町
手倉石

２区西
２区東

１区

上
川
崎（
安
達
支
所
）

７区９区　１１区９日昭

九区八区平　若林
下知内
夏井

４区　５区３区１区　１７区５区　８区
石
井（
石
井
住
民
セ
ン
タ
ー
）

１０日晶

十一区十区
杉沢一
岡田

東新殿三

新
殿（
新
殿
住
民
セ
ン
タ
ー
）

７区　８区６区
１５
（１・２・３）区

１１区
１５（４）区

１３日捷

十二区東十二区
東新殿一
夏刈

杉沢二
入道谷
１０区

９区３区　６区７区　１４区１４日昇

西谷寺坂

太
田（
東
和
支
所
）

杉沢四
高畑

東新殿四１１区　１３区１２区２区　４区９区　１３区１５日昌

鷹一小田西新殿一杉沢五１６区　１７区１４区　１５区１０区１２区　１６区１６日昭

白髭鷹二　深田東新殿二代積
２０区　２１区
２２区

１８区　１９区
１崖１区
２区

６区　８区
１２区

塩
沢（
塩
沢
住

民
セ
ン
タ
ー
）

１７日晶

菅一綱木杉沢三
西新殿三・
六

赤木内
羽黒１

後座内
油王田

渋
川（
安
達
支
所
）

１崖２区
５区

７区　９区２０日捷

若一菅二　若宮西新殿二西新殿四日向　山ノ入羽黒２・３３区　１１区４区　１０区２１日昇

岩南　布四
前石田
楽内

西新殿七
広瀬

西新殿五
渋川中央
渋川東

板橋　高砂１崖２区
３崖１区
６崖３区

杉
田（
杉
田
住
民
セ
ン

タ
ー
）

２２日昌

布一　布二岩北成田西部
初森一
存ぎょう新

殿　

小
浜

（
岩
代
支
所
）

二本柳３・４二本柳１・２
４崖２区
８区

３崖２区
６崖２区

２３日昭

塩沢治家

木
幡（
東
和
支
所
）

成田中部初森三吉倉３・４吉倉１・２
５区
６崖１区

２崖２区
３崖３区

２４日晶

境田石谷成田東部初森二
畑根
川原田

山中４崖１区
１崖１区
２崖１区

２７日捷

田谷
松ヶ作

折越藤高瀬　暮正

小
浜（
岩
代
支
所
）

松ノ木内７区杉
田

（
岳
下
住
民
セ
ン
タ
ー
）

２８日昇
馬出町１・２

油
井（
安
達
支
所
）

５区
１区　３区
４区永

田

梨木内桜畑
長折中部第
一

堀米八軒町１・２漆原町１・２

６区　７区
８区　９区

２区
１日昌

３
月

２区
成
田 水舟高槻日ノ道山中競石

学校前
北向

台　前作７区　８区１区　１２区２日昭

仲之内問屋箱仲平柏木田野辺１・２屋戸
５区　６区
７区　８区

１区　３区原
セ

３日晶

坂之下鍛治山
加藤木
荒井

松久保
安達駅前
一斗内

谷地
２区　４区

６日捷 ３区　４区
７区　９区高

越
竹ノ内大実取滝

つつじ山都
花ノ山

天月堂
硫黄田　大森

赤坂山
中ノ内

１区　２区
５区　６区
８区

７日昇

四区
西ノ内

一区　二区
三区

針
道
（
東
和
支
所
）

諏訪太池田油井町１・２福岡１・２３区　１１区６区
成
田

（
二
本
松
住
民
セ
ン
タ
ー
）

８日昌

五反田
五区
上ノ内

反町田中梨子木　作持東林５区　１０区４区　９区９日昭

杉内仲組　入組藤町杉内
宮下
天皇舘

薬師堂若宮
久保丁
亀谷

二
本
松

１０日晶

全地区（東和支所）全地区（岩代支所）全地区（安達支所）全地区（二本松住民センター）１２日掌

小手森九区

針
道（
東
和
支
所
）

新町三・四新町一・二
小
浜（
岩
代
支
所
）

智恵子の森
３・４・５

智恵子の森
１・２

油
井（
安

達
支
所
）

郭内根崎
二
本
松（
二
本
松
住

民
セ
ン
タ
ー
）

１３日捷

大町宮秋
鳥居町四・
五

鳥居町一・
二・三

全　地　区竹田真弓　金色１４日昇

全　地　区山下小浜第一全　地　区
親交　中央
銀座

松岡　上口１５日昌

　申告相談は指定地区の方を優先します。指定地区以外の方は多少お待ちい
ただくことがありますので、あらかじめご了承ください。

　なお、平日に申告相談できない方は３月１２日（日）をご利用できますが、
多数の来場者により平日以上に待ち時間が長くなることが予想されます。指
定された時間帯に申告相談できない方は、なるべくご自分が該当する会場の
日程内で申告相談していただきますようお願いします。
（注）期間中は職員が相談会場へ出向していますので、相談会場以外での相
談についてはご遠慮ください。

所 得 申 告 相 談 日 程 表

◎問い合わせ先…

市役所税務課市民税係　　　緯（２３）１１１１

安達支所地域振興課税務係　緯（２３）９００８

岩代支所地域振興課税務係　緯（６５）２８１１

東和支所地域振興課税務係　緯（６６）２４８７
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新
議
会
の
構
成
等
を
決
定

　

合
併
後
の
初
議
会
と
な
っ
た
十

二
月
臨
時
会
は
、
十
二
月
八
日
か

ら
十
二
日
ま
で
の
五
日
間
を
会
期

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
初
日
の
は
じ
め
に
、
議
長

の
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
斎
藤

元
議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
新
市
議
会
の
会
議
規

則
、
委
員
会
条
例
、
事
務
局
設
置

条
例
の
各
制
定
に
つ
い
て
の
議
員

提
出
議
案
三
件
が
一
括
提
案
さ
れ
、

全
議
案
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
、
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ

れ
、
副
議
長
に
引
地
仙
一
議
員
が

当
選
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
常
任
委
員
会
委
員
及

び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任

が
行
わ
れ
、
議
長
の
指
名
に
よ
り

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
安
達

地
方
広
域
行
政
組
合
議
会
、
福
島

地
方
水
道
用
水
供
給
企
業
団
議
会

の
各
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
議

長
の
指
名
推
選
に
よ
り
決
定
し
ま

し
た
。
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

に
つ
い
て
は
、
議
長
の
指
名
に
よ

り
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

（
委
員
会
等
の
構
成
は
、二
頁
、
三

頁
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

専
決
処
分
を
含
む
議
案 

十
九
件
を
承
認
・
可
決

　

新
議
会
構
成
等
に
引
き
続
き
、

新
市
の
二
百
三
十
一
件
の
条
例
制

定
、
平
成
十
七
年
度
の
各
会
計
暫

定
予
算
、
字
の
名
称
の
変
更
な
ど
、

計
二
百
五
十
九
件
の
専
決
処
分
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
議
案
八

件
、
福
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
及
び
同
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て
等
の
議
案
六
件
、
計

十
四
件
の
議
案
が
、
市
長
職
務
執

行
者
か
ら
一
括
提
案
さ
れ
、
開
会

二
日
目
、
七
名
の
議
員
に
よ
る
質

疑
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
全
議
案
原

案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
の
議
員
提
出
議
案
二
件
が
提
案

さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
可
決
さ
れ
た
二
件
の
意

見
書
に
つ
い
て
は
、
国
に
対
し
提

出
し
ま
し
た
。

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ

新
二
本
松
市
議
会
初
議
会
開
か
れ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
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総

務

常

任

委

員

会

　

所　

管　

事　

項

　

議
会
、
総
務
部
、
総
合
政
策
部
、
会
計
課
、
監
査
委
員
、

選
挙
管
理
委
員
会
及
び
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
所
管

に
属
す
る
事
項
（
支
所
に
お
い
て
取
り
扱
う
事
項
を
含
む
。）

中
田　

凉
介松

崎　

英
夫

五
十
嵐
勝
蔵鈴

木　

新
美

野
地　

久
夫紺

野
勝
一
郎

平
栗　

征
雄引

地　

仙
一

渡
辺　

平
一

　

委
員
長　

斎
藤　

徳
仁

菅
野　

周
一

　

副
委
員
長　

安
田　

政
彦

佐
藤　
　

徹大
槻　

千
敏

大
野　

達
弘遊

佐　

善
蔵

遠
藤　

芳
位安

斎　

久
良

生
活
福
祉
常
任
委
員
会

　

所　

管　

事　

項

　

市
民
部
、
保
健
福
祉
部
及
び
福
祉
事
務
所
の
所
管
に
属
す

る
事
項
（
支
所
に
お
い
て
取
り
扱
う
事
項
を
含
む
。）

斎
藤　

寛
一氏

家　

哲
男

鴫
原　
　

武鴫
原　

三
男

斎
藤　

周
一安

斎　

秀
俊

大
内　

義
博佐

藤　
　

務

服
部　

光
治

　

委
員
長　

佐
久
間　

勝

新
野　
　

洋

　

副
委
員
長　

斎
藤　

賢
一

佐
藤　
　

守佐
藤　

清
一

平　
　

敏
子高

野　

義
博

遊
佐　

喜
雄菅

野　
　

敬

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
十
二
月
一
日
に
、
い
よ
い
よ
新
し
い
二
本
松
市
が
誕
生

い
た
し
ま
し
た
。
大
き
な
夢
と
希
望
を
抱
き
、
力
強
く
ス
タ
ー

ト
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
合
併
後
最
初
の
二
本
松
市
議
会
で
、
議
員
各
位
の
ご

推
挙
を
頂
き
議
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
新
生
二
本
松
市
議

会
の
初
代
議
長
と
し
て
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
改
め
て
痛
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
、
国
や
自
治
体
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
に
お
か
れ
て

お
り
ま
す
。
合
併
に
よ
る
行
財
政
運
営
の
効
率
化
、
更
に
は
旧

四
市
町
の
持
つ
文
化
や
豊
か
な
資
源
、
そ
し
て
合
併
協
議
の
場

で
培
っ
て
き
た
信
頼
関
係
を
生
か
し
、
山
積
す
る
一
つ
一
つ
の

課
題
を
克
服
し
て
、
市
民
福
祉
の
向
上
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
市
議
会
議
員
は
、
七
か
月
間
の
在
任
特
例
を
認
め
て
頂
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
広
大
な
二
本
松
市
の
全
域
に
お
い
て
、
調

和
の
取
れ
た
発
展
を
期
す
た
め
と
、
肝
に
銘
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

全
議
員
七
三
名
の
英
知
と
総
力
を
結
集
し
、
市
民
の
皆
様
の

負
託
に
応
え
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
長
に
斎
藤　

元
氏

副
議
長
に
引
地
仙
一
氏
が
就
任

新
時
代
の
幕
開
け

初
議
会
・
新
議
会
構
成

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

議　

長　
　

斎　

藤　
　

元

害 ２ 害



文

教

常

任

委

員

会

　

所　

管　

事　

項

　

教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
（
支
所
に
お
い
て
取

り
扱
う
事
項
を
含
む
。）

小
林　
　

均三
谷　

洋
一

高
橋　

正
弘

佐
久
間
太
喜
雄

安
部　

匡
俊加

藤　

和
信

佐
久
間　

一佐
藤　

主
計

佐
藤　

彦
一

　

委
員
長　

佐
藤　

一
男

浅
川　

吉
寿

　

副
委
員
長　

菅
野　

国
男

佐
藤　

勝
一菅

野　
　

明

守
谷　

和
雄品

竹　

律
子

斎
藤　

康
晴武

藤　

欽
寿

福
島
地
方
水
道
用
水
供
給
企
業
団
議
会
議
員

佐
藤　

運
与

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
（
議
会
議
員
）

大
野　

達
弘　
　
　

浅
川　

吉
寿　
　
　

大
内　

義
博

佐
藤　

主
計

安
部　

匡
俊　
　
　

野
地　

久
夫　
　
　

渡
辺　

周
一

平
栗　

征
雄　
　
　

鈴
木　
　

隆　
　
　

松
崎　

英
夫

鴫
原　

三
男　
　
　

斎
藤　
　

元

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

所　

管　

事　

項

　

産
業
部
、
農
業
委
員
会
、
工
業
団
地
造
成
事
業
所
、
建
設

部
、
宅
地
造
成
事
業
所
及
び
企
業
部
の
所
管
に
属
す
る
事
項

（
支
所
に
お
い
て
取
り
扱
う
事
項
を
含
む
。
）

本
多　

勝
実三

浦
喜
徳
郎

平
塚
與
志
一鈴

木　
　

隆

佐
藤　

善
映古

川　
　

勲

渡
辺　

周
一阿

相　

利
和

中
沢　

武
夫

　

委
員
長　

斎
藤　

広
二

鈴
木　

利
英

　

副
委
員
長　

佐
藤　

源
市

遠
藤　

金
夫市

川　

清
純

三
浦　

一
良佐

藤　

運
与

菅
野　

寿
雄三

島　

正
光

害 ３ 害

安
達
地
方
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員

議

会

運

営

委

員

会

委

員

長　

新
野　
　

洋

副
委
員
長　

三
浦
喜
徳
郎

委　
　

員　

高
橋　

正
弘

　
　

〃　　
　

佐
藤　

善
映

　
　

〃　　
　

渡
辺　

平
一

　
　

〃　　
　

紺
野
勝
一
郎

　
　

〃　　
　

菅
野　
　

明

　
　

〃　　
　

佐
藤　
　

務

　

所　

管　

事　

項

臨
時
会
を
含
む
次
期
議

会
の
会
期
日
程
等
の
議

会
運
営
に
関
す
る
事
項

及
び
議
長
の
諮
問
に
関

す
る
事
項



審議結果　議　案　名議案番号

専決処分の承認を求めることについて

（二本松市役所の位置を定める条例ほか２３０件の条例制定について）

議案  第１号

専決処分の承認を求めることについて

（平成１７年度二本松市一般会計暫定予算ほか２１件の暫定予算について）

議案  第２号

専決処分の承認を求めることについて

（字の名称の変更について）

議案  第３号

専決処分の承認を求めることについて

（二本松市指定金融機関の指定について）

議案  第４号

専決処分の承認を求めることについて

（二本松市と福島県との間の公平委員会の事務の委託について）

議案  第５号

専決処分の承認を求めることについて

（あだち地方介護認定審査会の共同設置について）

議案  第６号

専決処分の承認を求めることについて

（指定管理者の指定について）

議案  第７号

専決処分の承認を求めることについて

（市道路線の認定について）

議案  第８号

福島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び同組合

規約の変更について

議案  第９号

福島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び同組合

規約の変更について

議案  第１０号

福島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び同組合

規約の変更について

議案  第１１号

福島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加について議案  第１２号

福島県市民交通災害共済組合を組織する地方公共団体の数の減少及び増加

並びに同組合規約の変更について

議案  第１３号

福島県市民交通災害共済組合を組織する地方公共団体の数の減少及び増加

について

議案  第１４号

▼市長職務執行者から提出された議案と審議結果

審議結果　議　案　名議案番号

２頁に掲載議長の選挙選挙  第１号

二本松市議会会議規則の制定について議案  第１号

二本松市議会委員会条例の制定について議案  第２号

二本松市議会事務局設置条例の制定について議案  第３号

２頁に掲載副議長の選挙選挙  第２号

２・３頁に掲載常任委員会委員の選任選任  第１号

３頁に掲載議会運営委員会委員の選任選任  第２号

３頁に掲載安達地方広域行政組合議会議員の選挙選挙  第３号

３頁に掲載福島地方水道用水供給企業団議会議員の選挙選挙  第４号

推　　　薦農業委員会委員の推薦推薦  第１号

真の地方分権改革の確実な実現についての意見書の提出について議案  第４号

議会制度改革の早期実現に関する意見書の提出について議案  第５号

▼議会側が付議した議案と審議結果

承　　　認

可　　　決

可　　　決

可　　　決

害 ４ 害
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二
本
松
城
跡
を
中
心
と
す
る
郭

内
、
そ
し
て
市
街
地
を
東
西
に
二

分
す
る
観
音
丘
陵
を
境
と
し
て
位

置
す
る
若
宮
・
松
岡
・
本
町
・
亀
谷
・

竹
田
・
根
崎
の
現
在
の
姿
は
、
三

百
五
十
年
ほ
ど
前
に
整
備
さ
れ
た

原
型
と
大
差
な
く
、
当
時
の
様
相

を
今
に
伝
え
残
し
て
い
ま
す
。

〜
光
重
の
入
府
と
整
備
手
法
〜

　
 
寛  
永 
二
十
年
（
一
六
四
三
）
七

か
ん 
え
い

月
、
十
万
七
百
石
・
二
本
松
藩
の

誕
生
に
伴
い
、
幕
府
の
命
に
よ
り

白
河
藩
主
で
あ
っ
た
丹
羽
家
三
代

光
重
が
初
代
藩
主
を
と
し
て
、
八

月
二
日
二
本
松
に
入
府
し
ま
し
た
。

　

織
田
信
長
の
重
臣
で
あ
っ
た
丹

羽
家
初
代
長
秀
は
、
わ
が
国
最
初

の
本
格
的
城
郭
で
あ
る
安
土
城
の

築
城
総
奉
行
を
担
当
し
、
二
代
長

重
は
棚
倉
城
そ
し
て
白
河
城
の
築

城
と
城
下
町
割
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
築
城
・
町
割
技
術
を
継
承

し
た
光
重
が
二
本
松
に
着
任
し
た

当
時
、
城
の
周
囲
は
武
家
屋
敷
と

町
屋
・
寺
社
な
ど
が
混
在
す
る
雑

居
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。
言
い
換

え
れ
ば
、
防
御
施
設
で
あ
る
城
内

と
城
下
は
無
防
備
の
状
況
下
に
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
最
重
要
防
御
施
設

で
あ
る
城
内
を
核
と
し
、
武
家
屋

敷
を
集
合
し
た
城

下
、
そ
し
て
町

屋
・
寺
社
な
ど
で

構
成
す
る
城
下
町

と
を
完
全
に
分
離

配
置
す
る
、
い
わ

ば
江
戸
時
代
版
土

地
区
画
整
理
事
業

を
正 
保

    

三
年
（
一

し
ゅ
う
ほ

六
四
六
）
か
ら
断

行
し
ま
し
た
。

て
い
た
奥
州
道
中
も
、
城
防
衛
策

の
た
め
と
し
て
付
け
替
え
ら
れ
ま

し
た
。
道
中
は
大
壇
・
桜
谷
を
経

て
、
若
宮
→
松
岡
→
本
町
→
亀
谷

を
通
り
、
急
勾
配
の
亀
谷
坂
・
竹

田
坂
を
上
下
し
、
竹
田
→
根
崎
を

通
過
し
て
八
軒
丁
に
い
た
る
道
筋

と
し
た
の
で
す
。

〜
寺
社
の
移
設
・
配
備
〜

　

城
下
町
構
成
の
中
で
、
寺
社
の

配
備
に
は
仮
想
敵
を
想
定
し
た
防

備
を
念
頭
に
お
い
て
配
置
す
る
こ

と
が
基
本
と
さ
れ
、
光
重
も
こ
れ

に
従
っ
て
城
内
・
城
下
に
あ
っ
た

寺
社
の
う
ち
、
龍
泉
寺
を
除
い
た

す
べ
て
を
郭
外
の
六
町
に
移
転
さ

せ
ま
し
た
。

　

そ
の
配
置
場
所
は
軍
事
策
と
し

て
、
ほ
と
ん
ど
を
奥
州
道
中
に
取

り
付
い
た
、
狭
い
脇
道
の
最
奥
部

で
あ
る
観
音
丘
陵
麓
と
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
敵
の
侵
攻
時
に
迎
撃
、

ま
た
は 
篭 
る
た
め
で
す
。
実
際
、

こ
も

戊
辰
戦
争
時
に 
松
岡
寺 
や
二
本
松

し
ょ
う
こ
う
じ

神
社
な
ど
が
戦
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
、
光
重
に
よ
る
城
下
と
城

下
町
づ
く
り
は
八
年
の
歳
月
を
費

や
し
、 
明  
暦 
三
年
（
一
六
五
七
）

ら
い 
れ
き

一
連
の
整
備
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

次
回
か
ら
は
、
発
掘
調
査
で
わ

か
っ
た
城
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。

〜
城
下
の
整
備
〜

　

そ
れ
ま
で
の
城
下
（
現
在
の
郭

内
）
は
本
町
・
中
町
・
杉
田
町
・

塗
屋
町
・
鍋
屋
町
な
ど
か
ら
な
り
、

所
狭
し
と
町
屋
が
軒
を
並
べ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
寺
院
、
神
社
は
城

内
・
城
下
を
問
わ
ず
配
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
奥
州
道
中

（
街
道
）
が
通
じ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
領
民
や
旅
人
が
自
由
に
往
来

で
き
る
状
況
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
す
べ
て
の
町
屋
・

寺
社
を
観
音
丘
陵
を
越
え
た
地
区

に
移
す
と
と
も
に
、
同
時
に
奥
州

道
中
も
付
け
替
え
ま
し
た
。
そ
し

て
城
内
に
あ
っ
た
す
べ
て
の
武
家

屋
敷
を
城
下
に
移
し
、
郭
内
と
総

称
し
て
一
般
庶
民
や
旅
人
の
立
ち

入
り
・
往
来
を
禁
止
し
た
の
で
す
。

　

郭
内
の
屋
敷
割
は
、
一
ノ
丁
・

二
ノ
丁
・
三
ノ
丁
・
六
ノ
丁
・
七

ノ
丁
・
片
平
丁
・
代
官
丁
・
新
丁
・

西
谷
・
池
ノ
入
・
蔵
場
丁
・ 
御
厩 
丁
・

お
う
ま
や

北
条
谷
・
久
保
丁
な
ど
に
区
画
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
や
身
分
に
応
じ

て
家
臣
を
配
置
し
ま
し
た
。

〜
城
門
の
建
造
と
配
置
〜

　

城
内
・
城
下
に
通
じ
る
四
カ
所

の
各
要
所
に
は
、
防
御
最
前
線
施

設
と
し
て
の
城
門
を
新
設
、
ま
た

は
改
修
を
行
い
、
観
音
丘
陵
上
も

し
く
は
近
接
地
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置

し
ま
し
た
。

　

若
宮
町
か
ら
城
下
に
通
じ
る
新

丁
坂
切
り
通
し
頂
上
に
松
坂
御
門
、

亀
谷
町
の
切
り
通
し
頂
上
に
池
ノ

入
御
門
、
竹
田
町
に
竹
田
御
門
、

そ
し
て
本
来
は
大
手
門
に
当
た
る

久
保
丁
入
口
に
坂
下
御
門
で
す
。

　

し
か
し
、
当
初
は
藩
財
政
の
事

業
も
あ
っ
て
、
四
門
と
も
屋
根
を

持
た
な
い
、 
冠  
木 
と
称
す
る
横
木

か
ぶ 

き

を
二
本
の
門
柱
の
上
方
に
貫
き
渡

し
た
だ
け
の
、
冠
木
門
で
あ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

〜
城
下
町
の
整
備
〜

　

郭
内
の
整
備
と
並
行
し
て
、
町

屋
な
ど
郭
外
へ
の
移
転
も
急
速
に

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
南
端
の
若
宮

町
は
原
位
置
の
ま
ま
と
し
、
旧
来

の
杉
田
町
を
移
し
て
松
岡
町
に
、

本
町
・
中
町
を
移
し
て
本
町
お
よ

び
亀
谷
町
、
塗
屋
町
を
移
し
て
竹

田
町
と
そ
れ
ぞ
れ
名
付
け
、
さ
ら

に
東
端
に
町
を
新
設
し
根
崎
町
と

名
付
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

六
町
を
城
下
町
と
格
付
け
し
、
主

に
商
人
や
職
人
な
ど
を
住
ま
わ
せ

て
領
内
商
工
経
済
の
中
核
地
と
し

た
の
で
す
。

　

こ
れ
に
付
随
し
て
、
そ
れ
ま
で

の
城
下
自
由
通
行
か
ら
懸
念
さ
れ

に
ほ
ん
ま
つ
の
城
あ
と
（
２
） 

〜
丹
波
光
重
に
よ
る
城
下
と
町
づ
く
り
〜 

▲延宝７年（１６７９）藩主引退後の光重自画像
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【留意事項】 
●固定金利選択型の金利は、当初ご選択いただいた固定金利期間のみ適用されます。固定期間
終了後はその時点での固定金利選択型の金利（３・５・１０年）か、変動金利をご選択いただきます。 

●金利もっと優遇型の金利は、当初１０年のあとはその時点でご選択いただいた固定金利選択
型の金利（３・５・１０年）または、変動金利よりさらに０．２％優遇いたします。 

二本松市指定金融機関 

ＪＡみちのく安達 

固定金利選択型 当初３年　特別金利　年0.98％ 
固定金利選択型 当初５年　特別金利　年１．４０％ 

金利もっと優遇型 当初10年　特別金利　年２．２０％ 

期間：平成１７年１２月１日～平成１８年２月２８日まで 

ご好評につき 

　特別金利対応期間延長 

知

市役所 
　二本松市金色403－1 
　�（23）1111 
安達支所 
　二本松市油井字濡石1－2 
　�（23）1221 
岩代支所 
　二本松市小浜字北月山27 
　�（55）2111 
東和支所 
　二本松市針道字蔵下22 
　�（46）2111 
 
市ホームページアドレス 
http://www.city. 

nihonmatsu.lg.jp/

●人口と世帯数 
現住人口（12月１日現在） 
・人　口　男　31,677人 
　　　　　女　33,077人 
　　　　　計　64,754人 
・世帯数　　18,944世帯 
（※住民基本台帳人口） 
 
●今月の水道修繕当番 
　㈱吉田設備 
　�（２３）３８９８（昼間） 
　�（５４）２９３３（夜間・休日） 

催　
　

し

第
１
回ふ

る
さ
と
芸
能
祭

　

石
井
ふ
る
里
お
こ
し
連
絡
協
議

会
加
入
団
体
に
よ
る
芸
能
発
表
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
と　

き　

１
月　

日
（
日
）

１５

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

■
と
こ
ろ　

二
本
松
市
地
域
文
化

伝
承
館

■
入
場
料　

無
料

◎
問
い
合
わ
せ
…
石
井
住
民
セ
ン

タ
ー　

緯（　

）１
２
６
２

２３

　

二
本
松
市
消
防
団
の
士
気
高
揚

と
一
年
間
の
無
火
災
を
祈
願
し
て
、

消
防
団
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
日　

程

　

１
月
９
日
（
月
・
祝
）

▽
パ
レ
ー
ド
（
本
町
通
り
）

　

午
前　

時
〜

１０

▽
式
典
（
二
本
松
市
民
会
館
）

　

午
前　

時
〜

１１

◎
お
知
ら
せ

・
当
日
は
午
前
９
時　

分
か
ら
、

５０

本
町
通
り
全
線
が
交
通
規
制
さ

れ
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

・
午
前
７
時
に
団
員
招
集
の
た
め

の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の

で
、
火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
生
活
環
境
課
）

消
防
団
出
初
式

※詳しくは、市コンサートホールにお問い

合わせください。緯＆ＦＡＸ（２２）５５０１

アンティーム・

ストリング・

トリオ演奏会

連絡先：佐藤音楽教室

緯０２４８（２８）１５５０

開演

１４：００

１月８日

（日）

▲昨年の出初式

■日　時　平成１８年１月２２日（日）

　　　　　午後２時開会

　　　　　（開場：午後１時）

■会　場　福島県男女共生センター

※駐車場は「霞ヶ城公園」

をご利用ください。なお、

手話通訳が付きます。

■入場料　無　料

　　　　　（事前申込必要・先着４００名）

　　　　　　　　　■講　師

　　　　　　　　　 坂 　 東 　 眞  理  子 氏
ばん どう ま り こ

（元埼玉県副知事、

元内閣府男女共同

参画局初代局長）

■申し込み方法

・住所、氏名、性別、電話番号を明記

のうえ、郵送、ＦＡＸまたはＥメー

ルでお申し込みください。

◎問い合わせ・申し込み…

改革推進課男女共同参画係

　〒９６４−８６０１　二本松市金色４０３番地１

　ＦＡＸ　０２４３（２２）７０２３

　Ｅメールアドレス

　danjokyodo@city.nihonmatsu.lg.jp

合併記念

「２１世紀の男女共同参画」

二本松市男女共同参画

社会推進講演会
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募　
　

集

暮　

ら　

し

０１２０－０３－５５９８ 

本　　店/〒964-0917 福島県二本松市2丁目99-2　�0243－22－5598
二本松斎場/〒964-0875 福島県二本松市槻木257-5

丸又葬儀社 有限
会社 

葬儀のすべてのご相談・ご用命は 

共済会員募集中 
全日本葬祭業協同組合連合会加盟 

やすらぎの丘 二本松斎場 

■
日　

時

　

１
月　

日
（
金
）

２０

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

■
会　

場

　

福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ

「
こ
ん
な
手
口
に
ご
用
心
！
」

「
さ
ま
ざ
ま
な
金
融
商
品
と

保
護
制
度
」

■
受
講
料　

無　

料

■
対
象
者　

一　

般

■
募
集
人
員　

先
着　

名
５０

■
応
募
締
め
切
り

　

１
月　

日
（
水
）
必
着

１１

■
申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
話
、
電
子
メ
ー
ル

■
申
し
込
み
先

「
福
島
県
金
融
広
報
委
員
会
」

福
島
市
本
町
６
倆　
２４

緯
０
２
４（
５
２
１
）６
３
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４（
５
２
６
）２
０

２
６

E  

倆m
a
i

 
 
 l  
錐

fu
k
u
sh
im
a
@
in
fo
.b
o
j.o
r.j

  
 
 
  
  
 
 
  
  
  
 
   
   p  

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

日
本
銀
行
福
島
支
店
総
務
課

�
緯
０
２
４（
５
２
１
）６
３
５
５

実
践
金
融
講
座

参
加
者
募
集

二
本
松
地
区

合
同
就
職
面
接
会

　

二
本
松
地
区
・
郡
山
地
区
の
企

業
と
、
就
職
を
希
望
す
る
方
と
の

面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日　

時

　

２
月
３
日
（
金
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

■
会　

場　

二
本
松
御
苑

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

商
工
課
商
工
振
興
係
ま
た
は

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
二
本
松

　

緯（　

）０
３
４
３

２３

二本松警察署からお知らせ

特　徴　点　等
◎　今年の万引きのうち３分の２が成人、特に中高年齢層

によるものです。大人が万引きをしないこと、させない

ことが重要な課題となっていますので、住民一体となっ

て、万引き防止に努めましょう。

◎　あいさつは、地域住民の連帯感を高めるとともに、あ

いさつされたことにより、犯罪を思いとどまることが多

いものです。「一戸一灯防犯運動」と「あいさつ運動」

を推進し、犯罪の抑止に努めましょう。

◎　全国的に下校時の児童が殺害されるという痛ましい事

件が続発しています。次代を担う地域の子供たちを守る

ために、無理せず、地道に継続できる活動へのご協力を

お願いします。

二本松警察署ホームページ

http://www.pref.fukushima.jp/police/nihonmatsu/

合　計
東和支所
管内

岩代支所
管内

安達支所
管内

本庁
管内

０凶 悪 犯

４１３粗 暴 犯

０空き巣
侵
入
盗

１１事務所荒らし

０その他

３２１万引き非
侵
入
盗

２１１車上狙い

３１１１その他

４１３自転車盗乗
物
盗 ２２その他

１１知 能 犯

０風 俗 犯

４１１２そ の 他

２４２１８１３合 計

犯罪発生状況（平成１７年１１月）

ごみ収集・し尿処理業務の休み

◎ごみ収集休み

　　１２月３０日（金）〜

　　　　　１月３日（火） 

◎し尿処理休み

　　１２月２９日（木）〜

　　　　　１月４日（水）

◎問い合わせ…生活環境課環境衛生係

月曜・祝日のごみ収集実施
　下記の祝日においては、通常どおりごみ収集を実

施しますので、該当する地区の皆さんは、ご注意の

うえごみをお出しください。なお、もとみやクリー

ンセンターへの自己搬入も受け入れします。

◎収集日　１月９日（月）「成人の日」
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ご利用ください！ 
相談業務を 
全店PM5：00まで 
　　　　　オープン 

詳しくは、最寄のまつしんのお店または、 
営業渉外担当者にお問合わせください。 

最優遇金利  期間限定 

変動金利 

保証料 
別　途 年1.05％ 

まつしん 
　　教育資金 
まつしん 
　　教育資金 
まつしん 
　　教育資金 

最優遇金利  期間限定 

変動金利 

保証料 
別　途 年1.00％ 

まつしん 
　カーライフプラン 
まつしん 
　カーライフプラン 
まつしん 
　カーライフプラン 

最優遇金利  期間限定 

3年固定 

保証料 
別　途 年0.95％ 

まつしん 
　　住宅ローン 
まつしん 
　　住宅ローン 
まつしん 
　　住宅ローン 

そ
の
配
偶
者
（
年
間
、
概
ね　
６０

日
以
上
耕
作
し
て
い
る
方
）

　

各
地
区
の
農
事
組
合
長
ま
た
は

行
政
区
長
か
ら
配
布
さ
れ
る
申
請

書
に
記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
農
事
組
合
等
に
加
入
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
、
個
人
郵
送

さ
れ
ま
す
。）

※
平
成　

年　

月
１
日
の
合
併
等

１７

１２

に
よ
り
、
上
記
の
資
格
要
件
を
満

た
す
方
で
、
申
請
書
が
届
か
な
い

方
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
例
】合
併
前
の
市
町
を
ま
た
い
で

農
地
を
耕
作
さ
れ
て
い
た
方
で
、
合

併
後
に
新
た
に
誕
生
し
た
二
本
松

市
内
で
耕
作
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
農
業
委
員
会
事
務
局

暮　

ら　

し

「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
」登
載
申
請
を
受
付

■
受
付
期
間　

１
月
４
日
〜　

日
１０

■
基

準

日　

毎
年
１
月
１
日

■
有
効
期
限　

１
年

■
資
格
要
件

①
二
本
松
市
民
で
あ
る
こ
と
。

②
年
齢
が　

歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

２０

（
昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
に
生

６１

ま
れ
た
方
）

③
農
業
の
従
事
状
況
が
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

・　

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
、

１０耕
作
の
業
務
を
営
む
方
。

・
前
項
目
の
同
居
の
親
族
ま
た
は

掲　
現
在
、
わ
た
し
は
、
失
業

に
よ
り
収
入
が
な
い
た
め
、
国

民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け

て
い
ま
す
。
免
除
を
受
け
る
と
、

年
金
額
が
少
な
く
な
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
収
入
が
安
定
す
れ
ば

免
除
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料

を
納
め
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

（　

歳
無
職
）

３８

祁　
保
険
料
免
除
（
全
額
・
半

額
）
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生

納
付
特
例
を
承
認
さ
れ
た
期
間

は　

年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

１０
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（「
追
納
」
と
言
い
ま
す
。）

　

追
納
す
る
こ
と
に
よ
り
、保
険

料
を
納
付
し
た
場
合
と
同
じ
年

金
額
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、３
年
目
以
降
の
期
間
分

を
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の

保
険
料
に
加
算
金
が
つ
き
ま
す
。

　

納
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

納
付
書
を
新
た
に
発
行
し
ま
す

の
で
、
東
北
福
島
社
会
保
険
事

務
所
ま
た
は
市
役
所
国
保
年
金

課
国
民
年
金
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
基
金 

　
　
　

制
度
の
ご
案
内

　

国
民
年
金
基
金
は
、「
国
民

年
金
加
入
者
に
も
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
同
様
の
年
金
を
」
と
い
う
要

望
に
よ
り
、「
国
民
年
金
法
」
で

定
め
ら
れ
た
国
民
年
金
の
上
積

み
年
金
制
度
で
す
。

　

加
入
者
は
全
国
で
約
１
３
６

万
人
、
福
島
県
内
で
も
１
万
人

以
上
の
方
に
ご
加
入
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

▼
自
営
業
、
農
業
な
ど
の
国
民

年
金
第
一
号
被
保
険
者
が
加

入
対
象
で
す
。

▼
掛
金
は
将
来
も
変
わ
る
こ
と

な
く
一
定
で
す
。

▼
年
金
は
一
生
涯
受
け
取
れ
ま

す
。

▼
掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控

除
と
な
り
税
制
上
有
利
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

福
島
県
国
民
年
金
基
金

緯
０
１
２
０（　

）
４
１
９
２

６５

東
北
福
島
社
会
保
険
事
務
所

緯
０
２
４（
５
３
４
）
０
４
４
４

ま
た
は
、
市
役
所
国
保
年
金
課

国
民
年
金
係

年　
　

金

１２月の市内商品価格
〜お買い物の目安にしてください〜

※消費生活のトラブルのご相談は、福島県消費生活セ
ンター緯０２４（５２１）０９９９までご相談ください。

対前
月比
（％）

前月調
査平均
価格
（円）

今月調
査平均
価格
（円）

規　　格品　目

▲２．１１３９１３６甘塩切身１００守塩 さ け

２３．０１１７１４４１手キャベツ

▲０．５１６８１６７もも肉中１００守豚 肉

０．０１８８１８８
Ｍサイズ
１パック１０個入り

鶏 卵

▲３．３３２７３１６赤みそ１手み そ

７．０１７０１８２
上白糖ポリ袋
１手入り

砂 糖

▲１．２１，２７０１，２５４
白灯油１８狩
（配達）

灯 油

２．３６，４７７６，６３２
家庭用
１０弱使用価格

L P G
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1 月 図書館だより 

◎移動図書館車「まつかぜ号」運行日程

第１コース　１９日昭

 塩沢小学校 →
１２：３０～

 表団地 
１４：００～

第２コース　２４日昇

 岳下小学校 → 茶園団地 → 金色久保公園 → 岳下住民センター 
１２：１０～ １４：１０～ １４：４０～ １５：１０～

第３コース　２６日昭

 安達太良小学校 → 原セ諏訪団地 → 中里団地 
１２：３０～ １４：１０～ １４：４０～

第６コース　１２日昭

 石井小学校 → 第二中学校 → 石井小学校 → 地域文化伝承館 →
１１：４０～ １２：３０～ １３：００～ １４：１０～

 石井住民センター → あぶくま台 
１４：４０～ １５：１０～

第７コース　１７日昇

 大平小学校 → 大平住民センター → あだたら荘 
１２：２０～ １４：０５～ １４：４０～

◎問い合わせ…二本松図書館　緯（２３）５０８２

 行事・事業のお知らせ 

◎１月の休館日
　１日掌～３日昇→年始休館、１０日昇→９日の祝日開館振

替、１６日捷、２３日捷、３０日捷、３１日昇→月末休館

◎おはなしのへや
　今月はお休みです。なお、２月は４日松に行います。

住
宅
用
火
災
報
知
器
が

設
置
義
務
化
に

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
、

建
物
火
災
の
死
者
数
の
約
８
割
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
消
防
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
新
築
住
宅
は
平
成

　

年
６
月
１
日
か
ら
、
既
存
住
宅

１８は
安
達
地
方
広
域
行
政
組
合
火
災

予
防
条
例
に
よ
り
平
成　

年
５
月

２３

　

日
ま
で
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

３１の
設
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

安
達
地
方
広
域
行
政
組
合
消
防

本
部　

緯（　

）１
２
１
１

２２

　

平
日
に
お
仕
事
等
で
忙
し
い
方

や
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り

納
税
が
遅
れ
て
い
る
方
を
対
象
に

「
休
日
納
税
相
談
窓
口
」を
開
設
し

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

１
月　

日
（
日
）

２２

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

■
会
場　

市
役
所
収
納
課（
１
階
）

＊
正
面
玄
関
右
奥
の
出
入
口
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
収
納
課

株式 
会社 不動産管理部 佐藤組 
〒964－0901 二本松市表1丁目552－7 

TEL0243－22－8575 
http://www.satou-gumi.co.jp

直 通 

低 家 賃 宣 言 

ヤマニ建設㈱ 

塩沢ヤマニタウン好評分譲中 
土
地
を 

お
探
し
の
皆
様 

ま
ず
は
一
度 

お
問
い
合
わ
せ 

下
さ
い
。 

〒964-0994  二本松市南町225

0120-22-1409

東
北 

自
動
車
道 

市
道
若
宮
・ 

鉄
扇
町
線 

市道塩沢・末広町線 

至郡山 

大隣寺 

二本松病院 

警察署 
郵便局 

国道4号 
東北本線 

塩沢住民センター 
市立塩沢幼稚園 
市立塩沢小学校 

〒 

二本松 
I.C ヨ

ー
ク 

ベ
ニ
マ
ル 

二本松駅 
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1－2

1－3
1－4

提案住宅募
集 

市道 

市道 

1－5

2－1
1－6

2－2

2－3
2－4
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済 

済 

済 

済 

済 済 市
道
若
宮
・
鉄
扇
町
線 

残り 3区画 
塩沢2丁目 
住宅団地 

至
仙
台 

税

休
日
納
税
相
談
窓
口
を

開
設

※新着本のご案内

★「ファンタージエン」ラルフ・イーザウ著→ミヒャエル・エンデの

世界的ベストセラー『はてしない物語』から２０余年。ふたたび、ファ

ンタージエンが動き出す！

★「ツキコの月」伊集院静香著→日本人移民としてアルゼンチンに育

ち、女優として大輪の花を咲かせたツキコの軌跡を、ドラマティッ

クに描く傑作長編。

★「新　生きかた上手」日野原重明著→日野原先生の新刊です。今回

は生きかた上手になるための“実用篇”のようです。これからの“生

きた時間の使い方”を優しく指南します。

※新着ＣＤ

★それいけ！アンパンマン大全集　★小田和正／自己ベスト　涙と感

動の大ヒットラブソング　★クイーン／ジュエルズ　ミリオンセラーアル

バム　★ザ・デューク／デューク・エリントン　ジャズはいかが？

◎１月の休館日
１掌～３昇年始休館、９捷、１０昇、１６捷、２３捷、３０捷、３１昇月末整理休館

※学校の冬休み期間中は、開館が午前９時になります（～１月８日まで）

◎１月のおはなし会
　■と こ ろ　岩代図書館

　■と　　き　１月２１日松午後１時３０分から午後３時ごろまで

　■ないよう　・おあそび・本の読み聞かせ・つくってあそぼう

☆対象は幼児から小学生ですが、家族皆さんで楽しんでください。

◎問い合わせ…岩代図書館　緯（５５）３２５５

葛「祝福」玄侑宗久著→写真と小説・歓喜に満ちた出逢い。

可憐な蕾、妖艶な花びら、そして気高い滅びの姿。僧侶×

作家である玄侑さんならではの、生〔性〕老病死の盛衰を

こまごまと描いた味わい深い短編。小説とともに、生命感

あふれる花や葉の美しい写真がさらに作品の中に吸い込ま

せてくれます。

葛「観光カリスマ〜地域活性化の知恵」日本観光協会編→政

府（内閣府、国土交通省、農林水産省）が選定した１００人

の「観光カリスマ」。地域の観光振興を成功に導いた先駆者

の中から１８人のカリスマたちが、観光まちづくりの知恵と

経験を語る。

葛「県庁の星」桂望実著→役人根性全開の県庁のエリートが、

田舎のスーパーにやって来た。本末転倒、怒り心頭、抱腹

絶倒、ラストは感動。手に汗握る、役人エンターテインメ

ント。今、映画化で話題の著書。

◎新着本については、市のホームページでもご覧いただけ

ます。ぜひご活用ください。

 新 着 本 の ご 案 内 

二 本 松 図 書 館

岩 代 図 書 館
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保 健 と 育 児

（消費税込） 

分譲価格 

土地・建物・外構工事 土地・建物・外構工事 

（一例） 欲しい場所・欲しい家・欲しい価格で提供 

頭
金 円 

ボーナス払いなし 

住まいのコンビニ 

福島県二本松市向原257-16
TEL0243－22－7272

思いっきり芝生園庭を 
　かけまわってみませんか!!! 園児募集！ 

〒964－0886  二本松市高越松ヶ作349－2
TEL����－��－����

お気軽にお問い合わせください。 

月極保育・一時保育 対象園児　生後6ヶ月～未就学児 
らくらく給食・おやつ　あり 

乳幼児健康相談母　親　教　室

　各自申し込みいただき、無料で参加いただけます。今月（１月）はお

休みです。

申し込み…実施日２日前までに二本松保健センターへ申し込みください。

（旧二本松市地域）

対象者場　所受付時間テーマ実施日

妊娠５か
月以降で
体調のよ
い方

二本松
保健
センター

１３：００～

１３：３０

妊娠中のお勧め
料理
貧血予防・低カ
ロリーでバラン
スのとれた食事

２月２日昭

◎問い合わせ…二本松保健センター

担当者受付時間場　　所期　日

保健師・栄養士
・歯科衛生士

９：００～
　１１：３０

二本松保健センター１月６日晶

保健師・
歯科衛生士

杉田住民センター
１月１０日昇

塩沢住民センター

石井住民センター
１月１１日昌

大平住民センター

岳下住民センター
１月１２日昭

二本松住民センター

（旧二本松市地域）

健康相談日程

備　考場　所実施日種　別

９：００～
９：１５

東和
保健センター

１月１２日昭
マタニティ教室

（母子健康手帳交付）

（旧東和町地域）

※受付時間場　所期　日１月健康相談該当者

９：００～９：３０安達保
健福祉
センター

１月１２日
昭

平成１７年６月生６か月児

８：４０～９：００平成１６年１２月生１２か月児

（旧安達町地域）

※受付時間場　所期　日１月健康相談該当者

９：５０～
１０：００

岩代保
健セン
ター　

１月１１日
昌

平成１７年６月生６か月児

平成１６年１２月生１２か月児

（旧岩代町地域）

■対象者

・骨粗しょう症健診の結果要指導となった方

・更年期を生き生きと過ごしたい方

・ダイエットにチャレンジしたい方

※６５歳以上の方については、各地区

　の健康相談で個別にご相談ください。

■日　時　１月２５日（水）、２月７日（火）

　　　　　（２回１コース）午後１時～午後４時

■内　容　女性の健康管理（骨粗しょう症予防・更年期

障害）について（医師講話）

　骨粗しょう症予防のための運動（講話・実技）

　骨粗しょう症予防食・低カロリー食のポイント（講話）

■講　師　青木整形外科医院　青木良仁医師

　　　　　吉井雅彦運動指導士、小浜恵利子栄養士

■会　場　二本松保健センター

■定　員　４０人

■締め切り　１月13日（金）（定員になり次第締め切り）

◎問い合わせ・申し込み…健康増進課保健指導係

「「「「「「「「「「「生生生生生生生生生生生ききききききききききき生生生生生生生生生生生ききききききききききき教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室」」」」」」」」」」」を開催

６５歳までの

女性のための

教室です。
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１月１日
緯（２２）６６８８市内　 槻木土 川 内 科 小 児 科 ＊
緯（２２）０６８２市内　 根崎整形外科内科　小林医院
緯（６３）２８２６本宮町荒井い し わ た ク リ ニ ッ ク
緯（５６）２４６１市内百目木岩 代 国 保 診 療 所

１月２日
緯（２２）３００１市内　 若宮勝安斎内科胃腸科医院
緯（２２）３１００市内　 住吉勝辰星会　 枡記念病院
緯（３３）２７２１本宮町字南町裡勝 慈 久 会　 谷 病 院 ＊

１月３日
緯（２２）９２５５市内　　 表勝ダザイ胃腸科内科医院
緯（６２）２５２０市内　 油井勝 し か の 眼 科
緯（３４）６４１８本宮町高木勝よしだこどもクリニック＊

１月８日
緯（２３）１２３１市内成田町社 会 保 険 二 本 松 病 院
緯（２２）２８２８市内　 本町勝 辰 星 会　 枡 病 院
緯（３３）２５４７本宮町字千代田県 立 本 宮 診 療 所
緯（４６）２００１市内　 針道小 野 崎 医 院 ＊

１月９日
緯（２２）８８００市内　 油井勝かさい小児科クリニック＊
緯（２３）００２４市内　 若宮野 地 眼 科 医 院
緯（３３）２５８８本宮町青田勝 落 合 会　 東 北 病 院

１月１５日
緯（２４）２０２４市内　 苗松春 山 あ だ た ら 診 療 所
緯（２２）３１０３市内　 榎戸勝 青 木 整 形 外 科 医 院
緯（３３）２７２１本宮町字南町裡勝 慈 久 会　 谷 病 院 ＊
緯（５５）２３４３市内　 小浜勝広仁会　 金子医院＊

１月２２日
緯（２２）６６８８市内　 槻木土 川 内 科 小 児 科 ＊
緯（２２）３１００市内　 住吉勝辰星会　 枡記念病院
緯（６３）２８２６本宮町荒井い し わ た ク リ ニ ッ ク
緯（６６）２１２２市内　 針道勝博愛会　東和クリニック＊

１月２９日
緯（２２）３２１５市内　 郭内勝 森 小 児 科 医 院 ＊
緯（２３）３３８７市内　 若宮桑 島 耳 鼻 咽 喉 科 医 院
緯（４４）２００８白沢村白岩白沢村国保白岩診療所
緯（５５）２３０３市内　 小浜和 田 医 院

２月５日
緯（２２）０１７４市内　 油井勝佐藤内科胃腸科医院＊
緯（２２）０３０１市内　 本町本田レディスクリニック
緯（６３）２３３３本宮町字一ツ屋よ し だ 内 科
緯（５７）２１０１市内西新殿今 古 堂 医 院

休日当番医

▽診療時間／（９：００～１７：００）

　旧岩代、東和の医療機関は正午まで

＊印は、診療科目に小児科の表示がある医療機関

（注意）休日緊急歯科当番医は、緊急な場合の応急処置的な治療を

目的に開設しております。緊急を要しない場合や高度な治療を必要

とする場合は、通常の開業時間に受診ください。

（注意）　１２月１日の合併により医療機関名称が変更になっておりま

す。医療機関の場所、診療時間については確認のうえ受診してくだ

さい。（下記緊急歯科当番医含む）

休日緊急歯科当番医

１月１日
緯（２３）１９９０市内　本町枡 病 院 歯 科

１月２日
緯（２２）９０９０市内　東裏し み ず 歯 科 医 院

１月８日
緯（２２）８８６２市内　本町ほんだ歯科クリニック

１月９日
緯（２３）０７５０市内　向原大 内 歯 科 医 院

１月１５日
緯（２２）２２７７市内金色久保伊 藤 歯 科 医 院

１月２２日
緯（２２）４３５６市内　郭内金 子 歯 科

１月２９日
緯（２２）８４２２市内　油井と う の す 歯 科 医 院

２月５日
緯（２２）０６１２市内　若宮渡 辺 歯 科 医 院

▽診療時間／（１０：００～１６：００）

乳幼児健康診査

（平成１８年３月までは旧市町保健センターで受診ください。会場変

更希望の方は、事前に各保健センターにご連絡ください。）

☆１０か月児健診の際、保護者の方の歯科指導も合わせて行いますの

で、歯ブラシを持参してください。

（旧二本松市地域）

※受付時間場　所期　日１月健康診査該当者

１３：００～

１４：００

二本松
保健
センター

１月１７日昇平成１７年９月生４ か 月 児

１月１９日昭平成１７年３月生１０か月児

１月１６日捷平成１６年６月生１歳７か月児

１月１８日昌平成１４年９月生３歳４か月児

育　児　教　室

摘　要場　所日時（受付時間）種　別

２歳児か
らの親子
対象

子育て支援
センター
（二本松保
健センター
２階）

１０：００～
１１：３０

１１日、１８日
２５日　　　

育児の
ひろば

（毎水曜）

０歳・１
歳児親子
対象

１０：３０～
１１：３０

１３日、２０日
２７日　　　

親子教室
（毎金曜）

（旧二本松市地域）

摘　要場　所日時（受付時間）種　別

保護者同伴であ
ればどなたでも参
加できます。年齢
制限はありません。

安達
保健福祉
センター

１０：００～

１１：３０

１月５日昭
　１９日昭

育児クラブ

（旧安達町地域）

場　所日時（受付時間）種　別

子育て支援センター
（岩代保健センター）

９：３０～
１１：３０

１月１６日捷、１９日昭、２３
日捷、２６日昭、３０日捷

すくすく
サークル

（旧岩代町地域）

摘　要場　所日時（受付時間）種　別

東和保健
センター

１０：００～
１月１８日
昌

育児
サークル

東和保健
センター

９：００～
１１：００

１月１８日
昌

育児相談

（旧東和町地域）

※受付時間場　所期　日１月健康診査該当者

１３：００～
１３：２０

安達保
健福祉
センター

１月１２日昭

平成１７年９月生３ か 月 児

１３：２０～
１３：４０

平成１７年３月生９ か 月 児

１２：４５～
１３：４５

１月１１日昌
平成１４年
１０・１１月生

３ 歳 児

（旧安達町地域）

※受付時間場　所期　日１月健康診査該当者

１３：００～
１３：１０岩代

保健
センター

１月１１日昌

平成１７年９月生３ か 月 児

１２：４５～
１３：１０

平成１７年２月生１０か月児

（旧岩代町地域）

※受付時間場　所期　日１月健康診査該当者

１３：００～

１３：１５

東和
保健
センター

１月１２日昭

平成１７年９月生３ か 月 児

平成１７年５月生７ か 月 児

平成１７年２月生１０か月児

（旧東和町地域）
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■編集と発行／二本松市総合政策部秘書広報課　〒９６４−８６０１　福島県二本松市金色403−1　緯0243（23）1111

むかしの正月 
新春 
イベント 
新春 
イベント 

■期間　１月１日（日）～３日（火） 
　　　　営業時間　9：00～17：00（16：00まで入場受付） 
※この３日間は、地元の皆さんへの日ごろの感謝と
して入場料が半額です。 

◎問い合わせ…安達ヶ原ふるさと村　�（22）7474 

ホームページ　http：//bappychan.com/

12月～３月は毎週
木曜定休日（ただ
し年末年始・祝祭
日を除く）売店営
業時間が午後５時
までとなります。 

新春大抽選会（豪華賞品が当たる！） 
正 月 遊 び（羽根つき、凧あげ、カルタとりで 
　　　　　　　　　　　　　　遊んでみよう） 
新そばまつり（極上の新そばをご賞味あれ！ 
　　　　　　　　　　　　　 １日限定100食） 
ふるさとの味（あったかーいざくざく、 
　　　　　　　　あま酒、団子などがあるよ） 
お楽しみ福袋（あけてびっくり 
　　　　　　　　　　　　楽しさ満載の福袋） 

イ　ベ　ン　ト 実施日 実施日 時間 イ　ベ　ン　ト 

２日 

３日 

１日 
13：30～ つきたてもちのサービス 

11：00～ 
13：30～ 

国指定重要無形民俗文化財 
「石井の七福神」の舞　福みかんサービス 

11：00～ 
13：30～ 

民話の語り「安達ヶ原の鬼婆、 
　　　　　　　正月の民話」（約３０分） 

10：30～ 樽酒鏡開き・樽酒無料サービス 
たる 

１日 
 
３日 
〜 

■日　時　平成１８年１月１日（日）

　　　　　日の出時刻から

■会　場　「富士山の見える山」日山山頂

■内　容　・福引大会（山頂：午前７時頃）

　　　　　　※賞品の引換は田沢登山口で行います。

　　　　　・先着２００名様に登頂記念品進呈（山頂）

■その他　※大雪・荒天の場合は中止とし、市内各登

山口に掲示いたします。

■主　催　岩代観光協会

◎問い合わせ…岩代支所地域振興課　緯（６５）２８０３

平成１８年元旦 『新春 日山登山』
〜初日の出を日山山頂から見よう〜

■日　時　平成１８年１月１日（日）午前６時４０分から

■会　場　霞ヶ城公園「二本松城本丸跡」

■主　催　二本松健康歩こう会

〜皆さん、ぜひご参加ください〜

「市民初日の会」
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